


事
戸
数
は
総
戸
数
の
三
二
%
、

五

O
t
七
五
%
の
地
区
で
は
二
二
持、

二
五

t
五
o
u
m
の
地
区
で
は
六
持
、
北
海
道
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
二

- 1ー

第
一
章

我
が
国
林
業
生
産
の
地
域
性

第
一
節

林
業
生
産
の
現
段
階

昭
和
二
九
年
一
二
月
一
日
K
お
こ
な
わ
れ
た
「
林
野
の
利
用
状
況
調
査
L

D

は
、
林
野
面
積
比
率
の
異
る
市
町
村
を
区
分
け
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
林
業
関
係
産
業
従
事
戸
数
の
比
率
を
出
し
て
L
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
内
地
の
林
野
率
七
五
同
以
上
の
地
区
で
は
林
業
関
係
産
業
従

9ら

一五%'、

一
一
外
と
な

っ
て
い
る。

そ
の
業
種
は
、
第
一
l
l
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
製
薪
炭
と
業
木
材
伐
出
業
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
林
業
関
係
産
業
従
事
戸
数

全
体
の
就
業
状
況
は
、
自
営
が
回
O
，

m前
議

(
内
地
)
、
そ
の
他
は
職
員
勤
務
ま
た
は
賃
労
働
者
で
あ
る

0
4し
て
、

七
O
以
内
前
後
の
も
の
ま

で
が
兼
業
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
業
種
別
の
内
訳
を
み
る
と
、
第
五
章
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
製
薪
炭
業
に
従
事
す
る
も
の
の
大
部
分
は
、

「
自
営
」
で
あ
り
、

か
っ
、

兼
業
の
も
の
が
多
い
。

製
薪
炭
業
従
事
戸
数
は
内
地
の
林
野
率
七
五
同
以
上
の
地
区
に
つ
い
て
み
れ
ば
林
業

関
係
従
事
戸
数
の
半
数
を
占
め
る
か
ら
、
林
業
関
係
産
業
の
他
の
主
の
な
業
種
で
あ
る
木
材
伐
出
業
あ
る
い
は
製
材
業
な
ど
の
素
材
生
産
に

関
す
る
業
種
の
場
合
、
多
く
、
賃
持
働
者
ま
た
は
職
員
勤
務
者
で
あ
り
、
ま
た
専
業
者
の
比
率
は
よ
り
高
く
な
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の



協璽幸璽遣さ
北海道

業 稲 林7の5地%野区以主上将林野率格初野~比50率% 50"-'75% 
の地区 の地区

総 数 10{) 10口 100 100 100 

製 薪 炭 主主 50.0 42.1 32.6 9.8 17.5 20.5 

木 材 伐 出 業 34.8 71，1 64.8 70.1 

製材及ぴ木製品製治業 15. 24. ラ.7 9.6 7.4 

Jζ~ の 他 6. 8. 雪. 13.4; 8.1 2.0 

%) (単位林業関係産業従事戸数業種別比率1-1 況(内地)

|鰻可能て21鞍蝕す
状イ昔貸野林1-4 

所有林野面 積 l
階層より |
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ノ
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数

1525 

3852 

10164 

。/、
ihe:'. 

満

町

上

町未

町~日

町 以

-
A
つ
ゐ
戸
コ

1. ag25. 12. 1 

2. 農林省統計調査部 「林野の利用状況調査」昭和28年刊よ り。

3・ 「その他」は，林野副産物生産採取業，狩猟業，木材販売業，薪炭商，

官公企業で，流通関係者まで含まれている。

備考

87.2 

86. 

71.0 

自蛍，職員勤務，賃労働者別戸数比率

%) 

区 分
総数!専 業 |兼業総数l専業(兼業

林野率75%以上の地区 100 32.4 67.7 100 17.6 82.4 

" 50，.，.)マ5% y 100 28.4 71.6 100 27.3 72.7 

!I 25"-'50% v 100 33.4 66.6 1∞ l6.8 83.~ 

ag25.12. 1 

前掲 「林野の利用状況調査」より。
備考1.
2. 

で
あ
る
。

林
業
の
ζ

の
部
面
で
は
資
本
主
義
的
形
態
へ
の
分
解
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
ζ

と
は
、
注
視
し

100 

100 

100 

(単位

' 
備考1.
2. 

54.1 

ラ8.1

59.8 

総数 |自蛍 |醸 l議
2.7 

4.2 

5.0 

100 

100 

100 

専兼業 別戸 数 比 率

昭25.12.1 

前掲「林野の利用状況調査」より。

1-3 

1-2 

分

林野率75%以上の地区

， 50--'75% ' 
25--'50% 

て
お
い
て
よ
い
事
実
で
あ
る
。
ま
た
製
薪
炭
業
の
ぱ
あ
い
、

そ
の
内
容
は
、
非
独
立
的
な
も
の
が
多
い
と
い
う
と
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

農林省統計調査部 「昭和29年度私有林調査結果概要」昭和31年刊より

ょ
，
つ
に
、

区

「
自
営
L

と
い
っ
て
も
、
の
ち
I
み
ら
れ
る

一1

一
表
に
お
い
て
、
林
業
関
係
産
業
の
う
ち
従
事
戸
数
が
多
数
を
占
め
る
業
種
は
木
材
伐
出
菜
、
製

薪
炭
業
で
あ
り
、
諜
林
の
採
取
行
程
促
か
か
わ
る
も
の
で
め
っ
た
。
林
業
の
生
産
関
係
を
み
る
ば
あ
い、

さ
ら
に
、
独
立
し
た
業
種
と
し
て
表
わ
れ
て
し
な
い
造
林
と
、
林
野
所
有
K
も
ふ
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

造
林
お
よ
び
林
野
の
所
有
を
み
る
際
、
ま
ず
指
摘
し
て
お
カ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ζ

と
が
あ
る
、

は、

林
野
の
貸
付
け
と
借
入
れ
は
、
普
通
の
私
的
関
係
に
お
い
て
は
、
み
る
と
と
が
少
し
と
い
う
ζ

と
で

^ ~ tコ o)
がる
多(

。四

公表
有 ヲ
林
庁、 {岡

E会
正借
入
所れ
有ず
の三
移 主

勢:
制り
限 R

Z装
ぷ主
主信
玄村
喜有
除
えあ
、 る

貸は
イ昔
とまE
い落

長案
をの
と場

ら
ず
、
林
地
利
用
権
の
移
動
は
地
盤
の
売
買
令
伴
う
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
し
て
、
育
林
行
程
は
林
地
所

有
者
に
主
と
し
て
担
わ
れ
、
林
地
托
生
立
し
た
林
木
は
、
国

・
公
・
私
を
問
わ
ず
、
立
木
の
ま
ま
販
売
さ

れ
る
ζ

と
が
多
い
。
私
有
林
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
状
況
を
示
し
た
志
の
が
、
第
一
|
五
衰
で
あ
る
。

い
ま
、
私
的
関
係
の
下
で
は
林
地
の
貸
借
は
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、

一
方
K
お
い

て
採
取
部
門
業
種
が
育
林
と
別
個
の
分
業
部
門
と
し
て
存
在
し
て
い
る
事
実
と
絹
侠
っ
て
、
林
地
所
有
者

ζ

の
育
林
l
人
工
造
林
ー
は
、
採
草
、
自
家

備考

が
林
木
の
育
林
行
程
を
担
う
事
実
告
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

用
薪
炭
材
採
取
、
藤
用
薪
炭
材
採
取
、
用
材
林
木
売
却
、
そ
レ
て

一
部
林
木
の
伐
採

な
ど
と
と
も
に
、

-2-

そ
れ
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?の

F 

10 

20 

伐採して
売 っ た 件 数

35.4 

13.0 

14.7 

18.9 

24.2 

(単イ立

左のうち立木の
まま売った件数

75.8 

64，.6 

87.0 

85.3 

私有用材林木処分状況(件数比率)

直 接に 商品
となるもの総数

100 

100 

ICO 

100 

1-5 

経 営 林野
面積 階層別

満

町

町未

町"， 5

"，10 

"'20 

千石)

年 度|総 数|震学童|生産量|輸入量|移入量
昭和 5年 89，332 24， 730 42，870 10，585 11，137 
10 106，557 24，345 66，207 7，624 8，381 
15 123，633 24'，019 92，479 2，007 兄128
20 95，448 30，498 64，910 40 一
25 108，207 22，501 85，389 317 
30 27，767 137，613 7，387 一

(単位
主ヨ.
主且給供材木1-8 

81. 1 100 

100 

"-'50 

30.0 

備考

70.0 

「昭和29年度払有林調査結果概要J50表よ り。
昭和29年中K用材林立木を売ったものの処分方法。

上町以

前掲1.
2. 

50 

千町)(単位

1957年 「林業統計要覧」より。

1-9 

備考

数

1-6 

総

野l
I，J 
212' 

271: 

925: 

数総分

数

有

有

有

区

総

国

公

私
614 

9863 

32363 

内
昭32.8. 1 

第34次「農林省統計表」より。

備考1.
2. 

45 

932 

44417 

l町未満

北海道IIIHJ ""'5町
5町以上

前掲「昭和29年度私有林調査結果概要」第9表より。

%) (単位

備考

1町未満 |

1町，，-，5町 |

日"-'10

10 "-' 20 

20 "-'ラ0

50町以上

「
昭
和
二
九
年
度
私
有
林
調
査
結
果
概
要
」
回

に
い
う

林
野

「
経
営
」

の
内
容
の
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る

(第

一
|
プ

一
ー
七
表
参
照
〉。

林
野
所
有
者
の
主
業
は
、
向
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
業
が
最
る

多
く
、
林
業
、
商
業
、
製
造
業
が
乙
れ

κ次
い
で
い
る
。
所
有

規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
農
業
者
が
減
少
し
、
林
業
お
よ

ぴ
製
造
業
が
増
加
し
て
い
るの

。
内
地
の
五

O
町
以
上
の
所
有

て
い
る
が

規
模
の
も
の
に
至
っ
て
主
業
が
林
業
の
も
の
が
四
一

一%
伝
達
し

ζ

の
層
で
も
第
一

l
五
衰
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

自
ら
立
木
を
売

っ
て
伐
採
す
る
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

乙

の
よ
う
な
所
有
規
様
の
大
き
い
6
の
は
、
素
材
生
産
と
結
ぴ
つ

く
契
機
が
あ
る
が
、
多
く
は
、
農
業
な
ど
の
兼
営
と
し
て
造
林

が
お
こ
な
わ
れ
、
造
林
労
働
力
色
、
後
掌
忙
み
る
よ
う
に
、
支

配
的
に
農
業
兼
業
の
・
も
の
で
あ
る
。

次
花
、
生
産
の
対
象
で
あ
る
森
林
の
状
態
と

こ
れ
ま
で
み

て
き
た
よ
う
な
荷
関
係
の
反
映
と
し
て
ゐ
ら
わ
れ
る
素
材
生
産

の
盆
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

前掲「昭和29年度私有林調査結果概要」 第49，50， 61表より。

-4-
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百万石)
1-10 森林の開発の状態

(単位，面積千町歩，蓄積・成長量
千町)

伐採 商 積 造 林面 積
年 次

|皆伐函積 普伐採倹商以外積の 商人工造積林 商天然更積新総数

1915-"19 1，596 891 3，171 

1920"，24 1，613 508 1，513 

1925"'29 1，688 537 1，261 

1930"'34 1，977 532 1，225 

1935-"39 2，255 613 1，258 

1940"'44 3，614 1，218 1，358 

1945"'49 3，792 929 1，423 

1950"'54 3，092 1，665 1，427 1，660 1，427 

(単位造林面積と伐採面積の推移1-11 

千石)(単位移推積材

「農林省統計表」各年度より。

採イえ木立1-12 

備考

1. 日1331.3.31 

2. 林野庁計画課調， 1957年「林業統計要覧」より。
3. 木表の国有林には，官行造林地 (277千町)林野庁以外の官庁所管 (205

千町)除地 (567千町)を含まない。

備考

林
業
生
産
の
対
象
花
な
る
圏
内
の
森
林
の
面
積
統

計
は
第
一

|
九
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
林

は
樹
林
地
の
三
五
・
四
%
を
占
め
、
国
有
林
の
そ
れ

公
有
林
は
二
六
・

o
d
w

私
有
林

は

一
八
・
」
fdw

は
二
八

・
七
%
に
達
し
て
L
る
。
乙
の
人
工
林
の
割

ム
ロ
は
過
去
順
次
増
加
し
て
与
た
。

し
か
し
、
素
材
生
産
の
対
象
と
レ
て
の
森
林
を
考

そ
の
多
く
の
部
分
が
未
開
発
の

え
る
場
合
、
ま
ず
、

』

Fnノ
。
ま
ま
瑚
ぎ
れ
て
い
る
と
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ

林
野
庁
計
画
課
の
調
べ
に
よ
る
我
が
閏
の
森
林
の

開
発
開
発
の
状
態
を
第
一
ー

一
O
表
に
示
し
た
が
、

既
に
開
発
さ
れ
た
諌
林
の
面
積
は
金
森
林
の
六
三

・

五
%
に
し
か
す
ま
ず
。
な
お
、
我
が
国
森
林
の

%
に
の
ぼ
る
面
積
の
森
林
が
未
開
発
の
ま
ま
残
存
し

て
L
る
。
そ
の
森
林
の
年
生
長
量
は
七
五
百
万
石
K

色
達
す
る
。
乙
れ
ち
の
数
字
の
信
頼
度
は
必
ず
し
も

高
く
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
な

お
大
面
積
の
未
開
発
林
が
我
が
固
に
存

在
す
る
乙
と
を
う
か
が
わ
せ
る
に
足
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

木
材
の
生
産
量
増
大
の
た
め
に
は
、

人
工
造
林
と
奥
地
林
の
開
発
に
よ
る
方

法
が
あ
る
が
、
人
工
造
林
に
よ
れ
ば
、

採
取
条
件
の
よ
い
、

つ
ま
り
、
市
場
ま

区 分 総 数 国有林 公 ・私有林

面積 23，589 100 6，948 100 16，641 100 

総 数 100 3，151 100 3，461 100 

生長量 181.ラ 100 45.6 100 135.9 100 

既iζ開発され
面積 14，970 63.5 45.ラ1128C8 | 71.0 

蓄積 2，609 39.4 1，104 35.0 1，505 46.3 

た森林 生長量 104.1 57.2 60.6 76.2; 56.1 

林よう道っる森のて延開林長発にし

面積 ラ，571 26.5 22.41 

蓄積 2，461 37.31 1，037 33.0 1，424 41.2 

生長量 55.81 30.71 9.4 20.5 46. 34.2 

面積 2，214 

林よう道っる森のて新開林設発にし

9.4 1， 236 978 5.9 

蓄積 1，186 18.0 916 22.7 470 13.6 

生長量 19.2 10.7 7.0 15.7 12.2 9.0 

開発の困難な
面積 3.5 711 10.2 123 0.7 

蓄積 356 5.3 294 9.2 62 1.8 

森 林 生長量 2. 1.4 1.3 3. I 1.1 0.8 

ま手 次 材 |薪 炭 材

大 E 5 年 35，771 

10 44，499 

昭和 45，450 

う 171，698 47，683 124，015 

10 207，う43 65，650 141，893 

15 315，611 109，ラ45 206，066 

20 184，144 95， 170 88，971 

25 236，575 123，848 112，727 

30 258，920 181，070 77，850 

で
の
経
済
的
距
離
の
よ
り
短
い
林
地
に

「農林省統計表」各年度より。

お
い
て
、
短
期
間
に
森
林
の
更
新
が
可

能
と
な
る
。
採
取
過
程
に
よ
り
多
く
の

労
力
が
費
さ
れ
る
現
在
の
木
材
生
産
の

技
術
条
件
の
下
で
は
、

よ
り
少
い
労
働

量
一
で
よ
り
多
く
の
材
が
生
産
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
工
造
林
投
資
は
、
林
木

備考

の
成
長
期
間
が
長
い
た
め
、
直
ち
に
木

-6-一守 一



千町)

針 葉 樹 広 葉 樹
年 次 総数

総数 | スギ !ヒノキ1 マツ I !~ Iその他 総数 !クヌギ(その他
大lE5年 128.5 113.9 47.2 27.6 21. 1 4.8 13.2 14.6 5.3 9.3 

10 97.2 88.4 32.6 18.2 18.4 8.3 10.9 6.6 3.5 3. L 

15 103.2 92.3 35.6 19.5 21. 3 9.5 6.4 7.宮 '1.3 3.5 

昭和 5年 102.1 89.4 36.8 18.7 18.3 7.4 8.2 10.5 6.3 5.2 

10 109.7 90.3 40.7 20.7 14.9 5.1 9.1 19.4 12.5 6.9 

15 148.4 133.3 63.8 23.0 18.2 15.5 12.8 15.5 8.0 7.5 

20 213.2 188.4 88.7 31. 1 40. 1 ... 24.8 9.3 1ラ.5

25 251.9 223.9 113.8 32.9 34.5 34.4 8.3 28.0 1.3.4 14.6 

30 383.5 367.1 173.5 72.8 37.8 64.2 18・8 16.4 8.5 7.9 

(単位人工造林の推移(人工造材酒積)1-13 て
き
た
酌
。

「農林省統計表」各年度より。備考

昭和27""，31年素材樹種別生産量

樹 種 l素材生産量千石 |比 率 ，-;;

総 数 751，526 100 

針 葉 f部 総 数| 648，235 86.3 

ス ギ 249， 123 33.1 

ヒ ノ キ 65，868 8.8 

て"' サ 235， 157 31.3 

モ 、、、 !サ うま 15，888 2.1 
カラマ"Y， トド

71，844 9.6 マ :Y， ェゾマ y
そ の 他 10，355 1.4 

広 葉 総J 103，291 13.7 

材
生
産
量
と
し
て
表
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
嘗
て
、
日
本
の

資
本
主
義
の
発
展
期
に
は
、
常

に
膨
大
な
木
材
が
要
求
さ
れ
、

奥
地
の
天
然
林
が
大
面
積
K
伐

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
都
市
お

よ
ぴ
工
場
建
設
、
パ
ル
プ
原
料

の
た
め
の
膨
大
な
木
材
需
要
を

第29~33次「農林省統計表」より。

満
た
す
た
め
の
資
本
は
、
原
生

1-14 

林
、
天
然
生
林
を
対
象
に
す
る

探
取
的
生
産
に
向
か
い
、
育
林

の
分
野
は
外
部
資
本
の
影
響
を

こ
う
ひ
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
。
育
林
行
程
は
、
伝
統
的
な

分
野
と
し
て
、
農
民
あ
る
い
は

耕
地
お
よ
び
林
地
を
包
括
す
る

備考

地
主
層
な
ど
に
よ
っ
て
担
わ
れ

ζ

の
様
な
現
状
の
下
に
あ
っ
て
も
、
も
と
よ
り
、
人
工
造
林
の
進
捗
は
、
原
生
林
・
天
然
生
林
を
対
象
に
す
る
林
業
の
採
取
的
生
産
と
無

木
材
価
格
の
騰
貴
は
、

接
で
は
な
い
。
木
材
価
格
は
、
そ
の
時

々
の
人
工
林
・
天
然
林
を
含
め
た
成
熟
林
分
の
存
在
状
態
と
素
材
生
産
の
技
術
条
件
に
か
か
わ
り
、

一
方
に
採
取
的
生
産
の
投
資
を
促
し
、

一
方
で
は
人
工
造
林
投
資
金
促
進
す
る
。

が
進
め
ら
れ
(
採
取
的
林
業
生
産
の
拡
大
)
、

過
去
に
お
い
て
、
木
材
需
要
は
常
に
増
大
の
傾
向
を
示
し
、
木
材
価
格
は
騰
貴
し
て
き
た
。
そ
れ

κ伴
っ
て
、

一
方
で
は
奥
地
林
の
開
発

一
方
で
は
人
工
造
林
が
進
め
ら
れ
て
来
た
(
育
成
的
林
業
生
産
の
拡
大
)
。

人
工
造
林
面
積
は
、
第
一
|
一

一
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
初
年
か
ら
昭
和
一

O
年
頃
ま
で
は
年
間
一

O
万
町
歩
前
後
で
あ
っ
た
。

戦
時
中
に
増
加
は
し
て
き
た
が
、
戦
後
の
朝
鮮
動
乱
を
契
機
応
急
増
し
、
現
在
は
年
間
一
二

O
万
町
歩
以
上
に
達
し
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
ら

を
同
衰
の
伐
採
面
積
と
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
内
容
が
は
な
は
だ
あ
い
ま
い
で
、
ま
た
広
範
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
天
然
更

新
を
除
け
ば
、

各
年
の
植
伐
の
懸
隔
は
大
き
い
と
み
ら
れ
る。

現
在
の
木
材
生
産
量
が
ど
の
よ
う
な
森
林
か
ら
伐
り
出
さ
れ
て
L
る
か
、
ζ
ζ

で
、
お
お
よ
そ
の
推
定
を
お
ζ

な
っ
て
み
よ
う
。
第
一
ー

マ
ツ
林
お
よ
び
広

一
四
表
は
、
昭
和
二
七
年
か
ら
=
二
年
ま
で
の
五
ヶ
年
聞
の
樹
種
別
の
素
材
生
産
量
を
示
す
、
も
の
で
あ
る
。

現
状
で
は
、

量
が
一
不
さ
れ
て
い
る
が
、

葉
樹
林
の
多
く
が
自
然
の
更
新
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
農
林
省
統
計
で
は
、
カ
ラ
マ

ツ
・
ト
ド

マ
ツ

・
エ
ゾ
マ
ツ

は
一
括
し
て
生
産

そ
の
生
産
量
の
多
く
の
部
分
が
、
北
語
道
の
天
然
生
の
エ
ゾ

・
ト
ド
で
あ
る
。
等
の
ζ

と
を
考
え
る
と
、
現
今
の

の
木
材
の
一
割
に
の
ぼ
る
、

我
が
国
の
木
材
需
要
の
は
な
は
だ
大
き
な
部
分
が
、
天
然
生
の
木
材
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
圏
内
産

ほ
と
ん
ど
が
海
外
原
生
林
か
ら
の
産
物
で
あ
る
輸
入
木
材
が
乙
の
ほ
か
に
あ
り
、
そ
の
意
味
は
よ
り
強
く
な
る

わ
け
で
あ
る
。
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し
か
し
、
と
も
ゐ
れ
以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
我
が
国
林
業
生
産
の
現
実
の
推
移
を
よ
り
狭
少
な
地
域
に
隈
っ
て

み
れ
ば
、
林
業
生
産
は

原
生
林
の
伐
謀
か
ら
は
じ
ま
り
、
吹
い

で
人
工
造
林
林
分
が
成
立
し
、
徐
A

に
そ
れ
を
対
象
に
す
る
素
材
生
産
の
比
重
を
増
し
て
ゆ
く
と
い

う
経
路
が
一市
さ
れ
て
い
る
コ
ζ

の
と
と
は
、
吉
野
な
ど
に
典
型
的
な
例
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ω
。
そ
の
よ
う
な
地
域
毎
の
段
階
的
推

移
の
総
計
が
、
既
日
に
み
た
よ
う
な
事
実
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、

そ
の
よ
う
な
林
業
生
産
の
推
移
の
段
階

の
地
域
性
を
み
て
み
よ
う
。

な
お
、

以
上

K
お
い
て
、
林
業
生
産
の
推
移
と
い
う
場
合
、
薪
炭
生
産
K
触
れ
る
と
こ
ろ
は
，
少
か

っ
た
。
木
炭
生
産
量
は
昭
和
三

0
年
度

に
は
五
五
七
百
万
貫
、
昭
和
三
三
年
度
医
は
四
七
四
百
万
貫
で
あ
る
が
、
木
炭
生
産
は
第
五
章
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
の
農
業
耕
作
と

の
関
連
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
、
用
材
生
産
の
進
展
と
農
業
に
お
付
る
商
品
化
の
進
展
に
狭
撃
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
ゆ
く
事
実
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
生
産
は
、
岩
手
、
島
根
な
ど
後
進
的
な
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

制問但)間陶器

農
林
松
岡
統
計
調
査
部

「林
野
の
羽
用
状
況
調
査
L

第

一
次
結
果
樹
要
昭
和
二
六
年
刊
、
第
二
次
結
来
艇
憂
ニ
八
年
刊
。

農
林
省
統
計
調
査
部
「
昭
和
二
十
九
年
度
私
有
林
調
査
結
架
概
要
」
昭
和
三
二
年
刊
、
二
六
頁
三
四
表
参
照
。

同書。
同
番
、
第
四
表
参
照
。

京
大
人
文
科
学
研
究
所
編
寸
林
業
地
帯
」
お
よ
び
本
書
第
二
章
参
照
。

前
掲
「
林
業
地
帯
」
参
問
。

‘・

第
二
節

林
業
生
産
の
地
域
性
の
検
出

地
域
区
分
。
指
標

林
業
の
地
域
別
の
生
産
の
推
移
を
一
示
す
資
料
と
し
て
は
、
「
農
林
省
統
計
表
」
(
農
商
務
省
統
計
表
)
、

明
治
七
年
勧
業
寮
編
の

古
く
は
、

「
府
県
物
産
表
」
り
が
あ
る
。
と
れ
ら
に
よ
っ
て
、
林
業
生
産
の
推
移
は
府
県
段
階
ま
で
、

か
な
り
古
く
か
ら
辿
る
乙
と
が
で
き
る
わ
け
で

あ
る
。
し
か
し
、
農
商
務
省
統
計
表
の
林
業
統
計
の
株
式
が
整
備
さ
れ
る
の
が
よ
う
や
く
明
治
三
七
年
で
め
る
。
そ
し
て
、
林
業
生
産
の
諾

量
は
技
術
的
に
は
な
は
だ
つ
か
み
民
く
い
性
格
の
志
の
で
、
信
頼
度
に
つ

L
て
は
常
に
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

従
来
よ
り
常
k

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
程
度
は
古
い
も
の
ほ
ど
は
な
は
だ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
率
。
ま
た
、
統
計
の
様
式
が
レ

ば
し
ば
変
づ
て

い
る
。
乙
の
と
と
は
、
長
い
時
期
の
推
移
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
と
く
に
注
意
を
要
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ピ
が
、

わ
れ
わ
れ
は
、

ζ

れ
ら
の
荷
数
字
よ
り
出
発
す
る
よ
り
以
外
は
は
方
法
が
な
い
の
で
あ
る
。

さ
し
占
め
た
り
、

長
昭
和
二
七
年
の
農
林
省
杭
-
針
表
林
業
統
計
の
様
式
改
正
花
際
レ
、
素
材
生
産
量
に
つ
い
て
従
来
の
表
示
調
査
に
よ
る
方
法
花
、
品
構
省
統
計
調
査
部
、

通
産
省
な
ど
の
諾
調
査
の
結
果
皮
よ
る
修
E
が
加
え
ら
れ
る
ζ

と
に
な
り
、
信
額
度
争
増
し
た
。

こ
の
こ
と
を

つ
ね
広
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
農
林
省
統
計
に
よ
っ
て
、
府
県
を
単
位
と
す
る
林
業
生
産
の
地
域
性
に
つ
い
て
み
る
乙
と
と

し
よ
う
。
そ
の
視
点
は
、
前
節
に
み
た
よ
う
な
林
業
生
産
の
推
移
の
段
階
K
お
か
れ
て
い
る
。

農
林
省
統
計
去
の
林
業
統
計
に
は
、
林
野
酉
積
(
所
有
形
態
別
、
林
野
地
種
別
)
、
造
林
面
積
、
素
材
生
産
量
(
古
く
は
森
林
伐
採
量
)
、

一 一
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1-15 林業生

戸マ林野商積人工林主将平討でi世話林地 1 町総計iスギiヒノキ
千7 ヲ4

総 計 24，448. 27.1 ~~ d ~;!， ~~? i 34.01 11.21 3.0 
F，66516 2 8.7 285i 114，261 

23.8' 0.0 
19.8 3971 14，166; 0.1 

3 手 1，174 13.7 273 24，093[ 25.3: 7.5 0.2 

4 城 447 22.6 214 ~， ~~~i 18.6i 9.7 0.6 

i7 言荷草 形3 島
832 22.3 366 21，827 31.51 2271 0.0 
667 15.7 240 7，903 12.7[ 7.3 0.1 

937 18.9 249 18299797| | 7.1¥ 0.4 
223 60. 1 239 7，7 37.9 3.2 
391 28.4 271 I~ ， I~~I 28.5 !日.0

41138613 8 7 5 

28.0 313 8，227 21. 4 1.1 

11 玉 30.0 266 ~， ~iol 17.0 5.4 

12 64.0 165 5，994 37.9 19.3 2.1 
50.6 257 2，354 17.11 写.0

106 40.2 229 
2，26F05B0 g 1 

23.4 10.41 3.6 

795 13.6 248 10， 14.7i 
229 11. 4 249 2， 11.11 7.0 

17 石 288 17.0 219 7，167 26.ラi 0.3 

18 福長山
319 16.6 239 7，470 25.31 11. 0.8 

19 338 22.ラ 259 7，505 23.51 4. 3.1 

20 1，006 26.4 34'千
28，88795D6 2 O 

31.5! 3. 3.0 

21 蚊 842 21.0 265 19， 35'~1 6.4i う.2

22 愛静 516 47.8 309 17， 36.7 18.41 9.3 

23 
2322576 9 1 
49.4 225 8，364 37.7 

24 -= 45.9 345 15，960 43.8， 22.0 11.9 
2ラ滋 19.0 224 6，360 32.41 13.1! 3.6 

26 京大 3日3 79.8 224 18，685 5!. ~ : 
27 67 231 2，816 43.3 11.3 6.0 

28 兵奈 ラ85 185 17， 1I8 32.7' 4.2 

29 289 500 16，809i 63.7i 37.0 

30 和島徳広1鳥1r 歌

371 259 54.7: 2~.O i 13.4 
31 259 276 10， 855j 17.11 

32 517 203 20， 703 45.1 9.~1 1.5 

33 496 229 14，0961 36.7 6.8 3.7 

34 643 265 7.31 1.7 

35 口 426 18.0 239 25，259 66.3 9.3! 3.11 
36 316 34.5 311 11，419 23.41 2.5 

37 量商佐長福大

95 23.2 151 1，679 19.5 1.4 1.2 
38 411 44.8i 247 23，482 63.0 11. 2 

39 ラ67 33.9 279 25，527 4~.4 1 1ラ. 8.9 

40 241 56.4 220 13，514 65.9 32. 7.2 

41 122 45.7 225 う，493 23. 6.6 

42 249 23.7 23025 9 
7，665 33.5 6. 2.6 

482 40.5 29，669 ~~'~ i "'J，J. 9.6 
420 45.2 265 23，610 72.0 38. 10.8 
571 31.5 349 24，052 45.6 2.8 
487 40.9 413 27，079 62.li 21.5 6.3 

備考 ~ . .6工林喜界(昭和32年 8 月 1 日 ~. !.~工林面積/株野閉積 X100 (%)。
平均拳種( ， グ ). 蓄 積/悶材。也面積(石/丁)。

i:面持韓躍弘畠 2ゐAYlま官官!常務す需品石)。
素材佐重量プ桝・面積(石f丁)。

- 13ー

産 の地域住

当り素材生産量(石f丁) 木炭生産設 |薪生産量

-q" 

";1 ガ エゾマyf議官j広葉樹カフマylる
トFマy 総生千産劃什 町当tIり丁 総生千産束量 I町束当/丁り

0.7 3.3 47l lo，ld 0.481 1，451， 4801 6ヲ.7
0.1 13.2 0.1 10.21 457 0.01! 284，263'. 59.1 
6.6 5.9 2.21 262 0.52i 57;116: 101.3 
10.1 5.5: 1，013! 1.061 94，う75i 99. 1 

0.1 2.2' 313 14，312: 35.2 
2.5 5.71 0.38 4U92' 59.3 
2.1 27i 301 

。空21 17，311' 29.9 8.7， 0.3 5.8 日34 O. 68，219 81. 5 
12.1 0.2 2.6 

11879829; | 1 
O. 111.7 

3.8 1.0 3.8: O. 29，450 78.3 
2.9' 1.3 う.5j O. 27，949 72.8 

3;n! 1 
2.0 3.7 311 0.221 12，226， 88.0 

14. 0.1 661 ~ ' ~~ l lラ，692 99.3 
4.0 1.6 3.2! 

63841 1 
0.92 154.4 

1.2 1. 7' 0.35 7，808 81. 3 
3. 2. il 3C司 0.42 25，760: 35.4 
2. 89 0.40 3，464 15. '1 
10. 0.3 2.3 1. 1 206 0.76 14，601i 54.1 
8. 4.5 210 0.71 12，782; 43.3 
6. 4.0 1.2 2.7 162 0.51 24，747 77.3 
B. 3.9 5.5 2.2 5.0 253 0.28 76，628 8733..8 9 
6. 1.4 1.2 5.1 0.41 56，609 
4.4 1.9 1.9 1971 0.41 29，293 60.4 

7.64971 1 1 1 

0.9 1. 1 581 0.26 15，113 68. 1 
7. 0.7 1.3 234 0.64 29，231 80.3 
14. 0.3 0.7 8:3 0.42 

13，4883290 6 1 
70.5 

28. 1.4 1.6 97 0.32 20， 63.7 
26.4 0.1 1.0 12 0.18 68.2 
1ラ.1 0.3 1.2 224 0.43 30，948 59.2 
9.2 0.9 0.8 54 0.14 7，382 28.0 
11.6 1.1 0.4 122 0.36 馴 429.1 
26.21 0.1 4.1 167 0.77 13，366 62.9 
31.6 0.1 2.8 48判 1.06 28，900 63.2 
22.61 3.5 231 0.60 4雪，725 119.1 

0.3 2.7 287 0.53 53，104 98.3 
52. 0.3 1.2 242 0.64 116.0 
8. 0.5 2.8 159 0.52 20，802 68.2 
16. 0.1 0.51 16 0.19 ~;;~~I 99. 1 
26. O.弓

111...2 8 9 
262 0.70 15，115 

442060...8 4 5 17.8 4.2 592 ). 12 21，511 
23.9 0.1 79 0.39 ラ，406!
22.2 0.1 1.3 46 0.45 

担5，ラ割ラ司
54.5 

22.4 0.2 1.8 109 0.48 97.2 
26.7 2.0 225 0.61 19， 51. 9 
22.4 1. 1 1.1 245 0.75 12， 37.4 
10.9 2.7 0ラ7 11， 20.9 
28.9 0.5 ラ.0 352 0.81 38，|  89.1 

5. *炭，薪生産量.昭和27，28， 29， 30， 31年の5ヶ年聞の木炭，薪生
産量(千tou，千束)。
6.-τ町当り木炭，薪生産量.昭和27，28， 29， 30， 31年の5ヶ年間の木
炭，薪生産量:樹林地面積 (tonr了， 東汀)。
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木
炭
生
産
量
が
記
載
さ
れ
て
L
る。

林
業
生
産
の
段
階
を
示
す
指
標
に
は
、
人
工
林
率
、
用
材
生
産
量
お
よ
び
そ
の
樹
種
構
成
を
用
い
た
。
人
工
林
率
は
そ
れ
自
体
林
業
生
産

の
段
階
を
表
示
す
る
も
の
で
な
い
。
人
工
林
の
育
成
期
間
は
す
こ
ぶ
る
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
別

K
人
工
林
の
樹
令
構
成
ま
た
は
植
栽
時
期

が
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
将
来
の
生
産
力
は
表
示
す
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
か
ら
も
林
業
生
産
の
段
階

を
示
す

一
指
標
で
は
あ
る
。

用
材
生
産
量
は
林
野
単
位
面
積
当
り
に
換
算
し
て
用
い
た
。
単
位
面
積
当
り
の
用
材
生
産
量
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
林
業
の
段

階
の
進
展
を
意
味
し
な
い
己
そ
れ
が
天
然
生
の
，援
物
で
め
る
か
人
工
林
の
産
物
で
あ
る
か
が
そ
と
で
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
伝
い
。
そ

の
区
別
に
は
わ
れ
わ
れ
は
樹
種
構
成
を
問
題
日
比
し
た
。
我
が
園
林
業
の
現
段
階
K
つ
い
て
み
れ
ば
産
出
樹
種
K
よ
り
そ
れ
が
人
工
林
の
産
物

で
あ
る
か
否
カ
は
判
定
出
来
る
と
考
え
た
。

現
在
、
素
材
生
産
量
を
示
す
農
林
省
統
計
の
樹
誼
に
は
、
マ
ツ

・
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
右
ミ
・
ツ

ガ
-
カ
ラ
マ
ツ
・
エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ
、
そ
の
他
の
針
葉
樹
、
広
葉
樹
の
各
樹
種
に
区
分
さ
れ
て
し
る
が、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は

秋
田
、
長
野
の
国
有
林
に
お
け
る
特
殊
な
施
業
下
花
あ
る
森
林
は
別
に
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
全
国
的
に
は
、
だ
い
た
い
、

人
工
林
の
産
物
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
マ
ツ
は
様
A

の
施
業
が
存
在
し
複
雑
で
あ
る
が
、

そ
の
評
価
は
個
々
に
お
こ
な
っ
た
。

あ
と
の
樹
種
は
カ
ラ
マ
ツ
を
別
に
し
て
大
体
天
然
生
林
の
産
物
と
み
る
と
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
ぞ
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
単
位
面
積
当
り
生
産
量
の
多
寡
を
一
広
林
業
生
産
の
段
階
推
移
に
結
び

つ
け
る
乙
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
在
に
お
い
て
も
林
野
は
薪
炭
採
取
お
よ
び
謀
草
地
と
し
て
農
民
の
自
給
利
用
K
任
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
が
、

経
済
の
進
展
に
つ
れ
て
、
商
品
化
さ
れ
る
用
材
の
生
産
地
の
面
積
が
林
野
面
積
全
体
に
占
め
る
比
率
は
、
徐
k

に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
工
林
率
、
単
位
面
積
当
り
素
材
生
産
量
、
薪
炭
生
産
量
を
示
し
た
表
が
第

一
ー

一
五
衰
で
あ
る
。

注
(1) 

勧
業
安
銅
・
明
治
産
業
史
資
料
刊
行
会
「
明
治
前
期
資
料
集
成
第
I
集
」
昭
和
三
三
年
刊
所
載
。

地
域
性
の
検
出

1 

人

工

林

率

府
県
別
に
み
た
昭
和
一
三
一
年
の
人
工
林
率
は
、

千
葉
県
が
最
高
で
六
四
%、

以
下
表
境
、
東
京
、
福
岡
の
諸
都
県
が
五

o
u
m以
上
と
な
っ

て
い
る
。
本
州
中
央
部
以
西
の
大
平
洋
岸
の
諸
県
お
よ
び
九
州
で
は
人
工
林
率
が
高
L
。

一
方
、
人
工
林
率
の
低
い
の
は
、
北
海
道
を
除
け

ば、

山
形
、
新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
な
ど
の
東
北、

北
陸
の
日
本
海
岸
の
諸
県
で
め
る
。

人
工
林
率
一
二
O
%
以
上
の
県
は

表
掠
以
東
の
関
東
、
中
部
両
地
方
の
太
平
洋
岸
、
即
ち
、
茨
城
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
静
岡
、
愛

知
の
諸
県
で
あ
り
、
更
に
は

三
重
、
奈
良

大
阪
、
和
歌
山
の
近
畿
南
部
、
徳
島

愛
媛
、
高
知
の
四
国
南
部
お
よ
び
九
州
諸
県
に
わ
た

っ
て
L
る
ζ
と
が
示

S
れ
て
い
る
。

ζ

の
人
工
造
林
寧
の
高
い
地
方
は
、
自
然
的
条
件
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
高
峻
な
山
岳
が
少
く
、
気
温
が
年
平
均
一
六
度
以
上
、
雨
量
一
、

五
O
O
耗
以
上
、
高
祖
多
湿
、

地
質
的
に
は
古
隼
層
地
帯
に
属
す
る
。
と
の
事
は
我
が
国
の
造
林
が
ス
ギ
と
い
う
特
殊
な
樹
種
を
中
心
に
発

展
し
て
来
た
ζ

と
、
そ
れ
に
植
物
学
上
自
然
的
好
条
件
の
土
地
に
造
林
が
進
展
す
る
当
然
の
事
情
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は

林
業
的
に
は
先
進
的
な
地
域
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
し
で
み
ら
れ
る

rろ
う
。

2 

森

林

蓄

積

前
項
に
み
た
一
時
点
に
お
け
る
人
工
林
率
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
必
ず
し
も
林
業
生
産
の
段
階
を
表
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
工
林
に

お
し
て
は
育
成
期
聞
が
長
期

κわ
た
り
、
樹
令
の
構
成
が
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
全
く
逆
の
意
味
で
、

一
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森
林
蓄
積
の
多
寡
も

未
開
発
原
生
林
を
含
む
た
め
必
ず
し
も
林
業
の
生
産
力
を
表
示
し
な
い
。
第
一
ー
ー一

五
表
に
示
さ
れ
た
樹
林
地
単
位

面
積
当
り
の
林
木
蓄
積
量
は
、
北
海
道
、
青
森

秋
田
、
群
馬
、
長
野
、
静
岡
、
三
重
、
奈
良
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
諸
県
が
高
位
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
諸
県
は
、
未
開
発
の
天
然
林
の
残
存
す
る
後
進
的
な
地
域
治
、
高
伐
期
の
人
工
林
ゐ
」
中
心
と
す
る
林
業
が
進
展
し
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
ち
た
、

後
者
と
み
ら
れ
る
静
岡
、
一二重
、奈
良
も
高
駿
な
地
形
と
深
い
奥
行
モ
持
ち
、
未
開
発
の
原
生
林
の
存
在
す
る
諸
県
で
あ
る
。

一
方
、
審
林
蓄
積
の
極
く
少
い
県
は
、
宮
誠
、

山
形
、
千
葉
、
神
奈
川
、

富
山
、
右
川
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
島
根
、
岡
山
、
香
川
、

福
岡
、
佐
賀

長
崎
の
諸
県
で
み
る
。

3 

素
材
生
産
量

府
県
別
の
単
位
面
積
当
り
の
昭
和
二
七

t
=二
年
の
五
年
間
の
松
木
材
生
産
量
令
算
出
し
た
結
果
、
前
記
入
エ
林
率
三
O
外
以
上
の
地
帯

の
う
ち
、
東
京、

神
奈
川、

長
崎
を
除
く
背
府
県
、
お
よ
び

中
園
地
方
の
兵
庫
、
岡
山
の
二
県
を
除
く
諸
県
が
高
生
産
量
を
示
す
。
後
者

は
特
殊
の
地
質

気
候
条
件
を
も
っ
ア
方
マ
ツ
天
然
吏
新
地
帯
で
あ
る
。
と
れ
ら
全
体
と
レ
て
素
材
生
産
量
の
多
い
地
帯
は
ほ
ぼ
、
暖
帯
林

分
布
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば

我
が
国
林
業
の
先
進
地
帯
と
い
つ
で
い
い
わ
け
で
あ
る
。

ζ

れ
ま
で
の
我
が
国
の
人
工
造
林
の
歴
史
は

ス
ギ
の
造
林
史
と
レ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
立
地
の
関
係
か
ら
ス
ギ
に
適
さ
な
い
土
地

で
、
し
か
も
、
上
氏
み
た
中
園
地
方
の
花
岡
岩
地
帯
の
ア
カ
マ
ツ
天
然
更
新
地
の
よ
う
に
、
立
地
に
適
し
た
高
生
産
力
を
保
持
し
て
い
る
林

地
が
み
る
。
と
れ
は

や
は
h
ソ、

-A

ギ
造
林
地
と
同
様

林
野
利
用
の
段
階
と
し
て
は
よ
り
推
転
し
た
段
階
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。

4 

薪
炭
生
産
量

薪
炭
生
産
量
は
形
態
を
異
に
す
る
が
前
項
の
素
材
生
産
量
の
範
囲
K
入
る
指
標
で
あ
る
。
木
炭
生
産
が
多
い
県
は
、
北
海
道
を
除
け
ば
岩

手
、
福
島
、
島
根
、
高
知
な
ど
で
あ
る
。
東
北
の
太
平
洋
岸
、
北
陸
の
西
部
地
区
、

中
園
、

四
国
お
よ
び
九
州
の
南
部
の
諸
県
が
木
炭
産
出

の
比
較
的
多
い
県
で
あ
る
。

地

域

区

分

前
項
ま
で
に
人
工
林
率
、
森
林
蓄
積
、
素
材
生
産
量
、
薪
炭
生
産
量
D
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
み
て
き
た
が
、
前
三
者
の
林
業
の
段
階
を

一示
す
指
標
の
そ
れ
ぞ
れ
の
の
高
低
の
組
合
い
せ
に
よ
り

幾
つ
か
の
地
域
が
区
分
出
来
る
。
即
ち
、
林
業
的
に
は
最
も
積
極
的
な
前
述
の
人
工

林
地
帯
お
よ
び
ア
カ
マ
ツ
天
然
更
新
地
帯
が
第
一

に
区
分
出
来
る
の
で
あ
る
。

残
余
の
地
域
に
つ
い
て
は

人
工
林
率
、
素
材
生
産
量
の
低
い
中
花
、

比
較
的
生
産
量
の
多
い
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
検
出
窓
れ
る
。

の、

北
海
道
、
青
森
、
秋
閏
の
グ
ル

ー
プ
に
、
よ
り
南
の
、
栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
、
の
諸
県
の
、
我
が
国
の
中
央
地

帯
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
と
れ
ら
に
狭
ま
れ
る
岩
手
、
宮
城
、

山
形

新
調
、
富
山
、
石
川
、
福
井
の
諸
県
は
、
用
材
生
産
の
面
で
は
最
も

消
極
的
な
地
区
を
形
成
す
る
。

即
ち

人
工
林
率
は
低
く
、
生
産
量
も
少
く
蓄
積
も
少
い
。

北
の
グ
ル
ー
プ
、
北
海
道
、
青
森
、
秋
田
は
人
工
林
率
は
低
い
が
蓄
積
は
高
く
、
生
産
量
は
中
位
で
、
伐
採
樹
種
は
、

青
森
の
ヒ
パ

、
秋

田
の
ス
ギ
は
特
殊
で
あ
る
が
、
広
葉
樹
の
他
天
然
林
樹
種
が
多
く
、
前
記
の
段
階
推
移
か
ら
み
れ
ば
、
全
体
と
し
て
林
業
の
後
進
地
、

採
取

林
業
段
階
K
留
ま
っ

て
い
る
地
域
と
み
る
ζ

と
が
で
き
る
。

次

κ、
林
業
的
に
は
最
も
消
極
的
な
東
北
、
北
陸
の
米
作
地
帯
と
、
人
工
林
地
帯
住
挟
ま
れ
る
中
聞
の
地
帯
は
、
既

κみ
た
い
く
つ
か
の

地
域
型
の
中
聞
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
長
野
、
群
馬

山
梨
の
三
県
は
、
未
だ
原
生
林
を
対
象
と
す
る
採
取
林
業
段
階
の
後
進
的
性
格
が

強
い
。
な
お
、
石
川
、
福
井
、
滋
賀
の
諸
県
は
、
地
域
類
型
と
し
て
中
固
と
東
海
の
中
間
型
を
示
し
て
い
る
面
-b
指
摘
で
き
る
。
以
上
の
事

柄
を
、
地
域
毎
花
よ
り
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
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1 

北
海
道
、
東
北
北
部
地
区

乙
の
地
域
は
、
人
工
林
率
低
、
平
崎
蓄
積
高
、
素
材
生
産
量
樹
高
と
い
う
特
徴
を
一
ホ
す
。
そ
レ
て

区

生 産 石汀 1 
412マ!そり!ー!備考
0.11 13.21 o. q 10.2 

~\ ._~\ よ9¥ 2.2¥ t~J他は

一
方
、
紋
田

取
林
業
段
階
に
あ
る
地
区
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ド 7

産
出
樹
種
に
広
葉
樹
の
天
然
樹
種
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

北
溜
道
は
人
工
林
造
林
本
が
は
な
は
ピ
低
く
、
し
か
ち
蓄
積
は
高
位
を
一
亦
し
、
広
葉
樹
お
よ
ぴ
エ

ゾ
マ
ッ
、
ト
ド
マ
ツ
等
の
天
然
林
樹
種
の
産
出
が
』
な
は
だ
大
き
い
と
と
カ
ら

お
よ
び
青
森
の
主
要
産
出
樹
種
で
あ
る
国
有
林
の
ヒ
パ
お
よ
び
ス
ギ
は
、

旧
藩
時

地

3.31 

部

典
型
的
に
未
だ
採

代
の
過
産
安
受
け
継
い
で
天
然
更
新
林
と
し
て
特
殊
な
施
業
の
下
に
置
か
れ
、

他
に
類
例
を
み
な
い

ゴb

6.6 

2.5 

10.6 

も
の
で
あ
る
3

単
位
酉
積
当
り

蓄
積
が
は
な
は

r高
い
の
は
、
多
く
の
面
積
を
占
め、

特
殊
な
施

li lilム
ifuliれ

~~ 

4オ

14.71 

業
の
下
に
置
カ
れ
る
高
伐
期
の
ヒ
パ
、

ぷ
ギ
林
の
存
在
の
せ
い
で
あ
ろ
う
が
、
未
開
発
の
森
林
の
存

東道，

.8' 

.0¥ 

.5¥ 

34.01 

1I 

東
:jr， 

在
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

北
陸
地
区

1
 
0ノワh

海~~ 
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二
の
地
区
は
、
人
工
林
傘

蓄
積

素
材
生
産
量
と
例
れ
も
俄
位
に
ゐ
り
、
用
材
生
産
の
面
で
は

27.1¥ 

林
系
的
に
は
は
な
は
だ
消
極
的
な
地
域
で
ゐ
る

し
か
し
、
太
平
洋
岸
心
三
県
に
於
て
は
岩
手
を
筆
頭
に
、
木
炭
、

薪
の
生
産
は
高
位
を
一示
し
、
農

I 

県

民
層
を
基
盤
と
す
る
商
業
的
必
薪
炭
林
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
事
情
が
う
か
が
え
る
。
乙
れ
に
対
し
、

府

日
本
海
岸
の
山
形
、

新
潟
、
富
山
の
各
県
は
、
木
炭
、
薪
生
産
に
於
て
も
低
位
に
あ
り
、
山
野
が
農
民

区

人 者E 素材盆生四 木炭生，産量:1普通薪生産量

府 思
工

林率% 石償J了 石IT生蝿t||1単積t位当/Fi可ノ 生千産量束I単積塞位当/函了り
2d 3 岩 手 13.7 25.3 I.M 94'，575 99. 1 

( 1 ) 3 宮 披 22.6 
224144 1 
18.o 35.2 

7 福 島 18.9 22.7 0.641 68，219 81. 5 

6 山 形 1号.7 24D 12.7 27.9 

(2) 15 新 潟 13.口 2.<18 14.7 308 0.421 2雪，760 35.4 

16 宮 山 11. 4 249 11. 1 89 0.401 3，464 15.4 

(3) 
17 石 川

|17:|
う4.1

18 福 井 16. 31. 5 210 0.711 12，782 43.3 

国 I27.11 65.7 

地陸北;:j~， 東E 

区

人
;明生産量石汀 |木 |

府 県
工
林
率% 

スマy 炭薪

石刻 石/丁|哲明 t汀来庁

20 長 野 26.4 344 31.5 
( 1 ) 
10 群 .馬 28.0 313 21. 4 9.4 2 .~ 5. ~ 0. 5~ 72.8 

19 山 梨 22.ラ 259 23.5 7.9 0.51 

(2) 9 栃 木 28.4 271 28.5 19. 3. 3.8 0.46 78. 

11 埼 玉 30.0 266 32.7 22. 3 3.7 0.22 88. 

21 岐 阜 21.0 265 25.9 11. 6. 

全一一号- 竺.11
291134.0|吐吐 8.5! 0.481臼 7
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に
よ
る
自
給
利
用
に
ま
か
さ
れ
て

い
る
度
合
が
よ
り
強
い
よ
O

の
と
思

わ
れ
る
。

北
陸
の
西
部
地
区
、
石

川、

福
井
の
両
県
は
我
が
固
で
林

業
的
に
は
最
も
消
揺
的
な
新
潟
、

富
山
両
県
よ
り
は
人
工
林
率
、
棄

材
生
産
量
、
薪
炭
生
産
の
各
面
化

わ
た
っ
て
高
位
を
示
し
て
い
る
。
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W
皿

本
州
中
央
部
地
区

乙
の
地
区
は
、
本
州
の
中
央
部

に
位
置
し
、
高
峻
な
山
岳
地
が
多

く
、
林
業
発
展
の
段
階
と
し
て

は
、
北
海
道
型
の
性
格
の
強
い
長

野
県
を
頂
点
に
、
次
に
み
る
百
以

下
の
各
地
域
ぞ
合
め
て
、
北
海
道

型
と
同
辺
各
地
区
と
の
中
間
型
的

性
格
を
持
っ
て
い
る
。
第
目
表
に



制
木

府県別 人工林率平 総 計 i|cノt灯 -q <J その他
炭
薪

弓品 石/丁 石ー石/丁石/寸 t /丁 東/丁

8 茨域 60.1 239 37.9i 23.0 12.1 2.8 0.43 
111.7 

12 千 葉 64.0 165 37.9: 21.4 14.9 1.2 0.42 
99.3 

13 東 京 50.6 257 31.8i 22. t 4.0 4.8 0.92 154.4 

14 神奈川 40.2 229 23A 14.0 6.3 2.9 0.35 
81. 3 

22 静岡 47.8 309 36.7: 17.7 4.4 3.8 0.41 
60.4 

23 愛 知 49.4 225 37.7
1 
24.0 7.6 2.0 0.26 68.1 

24 三重 45.9 345 43.8i 33.9 7.9 2.0 0.64 
80.3 

27 大 防 38.8 231 43.3: 17.3 26.4 1.1 0.18 
68.2 

29 奈良 5∞ 52.7 28.0 
48.4 9.2 1.7 0.14 

30 和歌山 44.7 259 54.7 41. 4 11. 6 1.5 0.36 
29.1 

36 徳 島 34.5 311 ラ7.4; 25.9 8.2 3.3 O.ラ2
68.2 

38 愛 媛 44.8 247 63.0i 37.6 26.4 1.7 0.70 
40.5 

39高知 33.9 279 48.41 24.4 17.8 6.0 1. 12 
40.8 

40 福岡 56.4 220 65.91 40.1 23.9 2.0 0.34 
26.4 

41 佐 賀 45.9 225 63.91 30.2 22.2 1.4 0.45 
54.ラ

42 長崎 23.7 205 33.51 9.1 22.4 3.0 0.48 
97.2 

43 熊本 40.5 329 80.6 50.7 26.7 3. I 0.61 日1.91

44 大 分 45.2 265 49.0 22.4 2.2 0.7ラ 37.4 

45 宮崎 31. 5 349 45.6 27.1 10.9 7.2 0.57 20.9 

46 鹿児島 40.9 413 62.1 27.8 28.8 5.5 0.81 89.1 

全
34.0 I 0.481 65-_! 

本州中南部太平洋岸及び九州地区W 地

府 県 i人ず 朝生菌研寸薪
林 /積丁:総数1:ノエu|aマ ~ Iその他 t 東庁

賀 16.7 0.7 0.42 70.5 

26 京 都 19. 57.0 26.1 28.4 3.0 0.30 62.7 

28 兵 庫 21. 5 185 32.7 14.7 1ラ.1 1.5 0.43 59.2 

2 33 岡 山 17.う 229 36.7 10.5 22.6 3.5 0.60 119.1 

37 香 JII 23.2 151 19.5 2.6 16.3 0.6 0.19 99. 1 

31 烏 取 25.9 276 う0.0 19.4 4.2 0.77 62.9 

3 32 島 根 14.5 203 45. t 10.5 31. 2.9 1.06 63.2 

34 広 島 15.2 265 48.9 9.0 36. 3.0 O.ラ3 98.3 

35 山 口 18.8 239 66.3 12.4 52. 1.5 0.64 116.0 

国 ~ 2911 34.01 14.21 10'4 1 0.481臼 7

区国中v 

亜
区

(
1
)
と
し
て
示
し
た
長
野
、
群
馬
の
各

県
は
、
素
材
生
産
量
中
に
占
め
る
天
然
林
樹
種

の
比
撃
が
高
く
、
平
均
蓄
積
も
高
位
に
あ
り

未
開
発
の
地
域
を
対
象
に
す
る
林
業
生
産
の
位

置
が
な
お
大
き
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
山
梨
、
栃
木
、
埼
玉
、
暁
阜
の
各
県

は
、
な
お
、

天
探
性
樹
種
の
産
出
を
一示
し
な
が

ら
人
工
造
林
も
あ
る
程
度
は
進
捗
レ
、
平
均
蓄

積
も
中
位
で
問
辺
地
区
に
対
レ
中
間
的
性
格
を

も
っ
て
い
る
。

lV 

本
州
中
南
部
太
平
洋
岸
及
ぴ
九
州
地
区

(
人
工
林
地
帯
)

乙
臼
地
区
は

我
が
国
の
典
型
的
な
林
業
地

区
で
あ
り
、
人
工
林
率
は
三
三
係
以
上
、
概
し

て
四

O
%以
上
と
商
事
を
一ホ
レ
、
単
位
面
積
当

り
の
素
材
生
産
量
も
全
国
平
均
よ
り
は
る
か
に

高
位
を
示
し
て
い
る
県
が
多
い
。
樹
種
は
ス
ギ

生
産
量
舎
結
果
し
て
い
る
。

は
主
と
し
、
四
国
、
九
州
地
方
は
マ

ツ
が
多
く
産
出
さ
れ
て

高
位
の
総
素
材

と
の
地
区
は
全
体
と
し
て
高
温
、
多
雨
、
地
質
は
古
生
層
地
帯
が
多
く
、
我

し
て
来
た
。
し
か
し
、
地
質
的

が
国
造
林
樹
種
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
ス
ギ
に
適
し
て
過
去
林
業
的
に
発
展

気
候
的
に
有
利
な
、
ま
た
概
レ
て
高
股
な
山

岳
も
-b
J
く
、
経
済
的
に
も
先
進
地
で
あ
る
ζ

の
地
域
は
は
な
は
だ
広
汎
K
わ
た

宮
崎

鹿
児
島
、
高
知
の
三
県
は
、

り
、
そ
の
中
に
多
く
の
地
域
差
を
も
っ
て
い
る
。

人
工
林
率
が
低

平
均
蓄
積
が
高
く
、

く
、
天
然
生
樹
種
の
生
産
が
多
い
の
は
、

原
生
林
を
多
く
蔵
し
、

奥
地
山
岳
地
帯

κ
な
お
未
開
発
の

そ
れ
を
対
象
に
す
る
林
業
生
産
が
現
在
進
ん
で
い
る
事

情
ぞ
一
不
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

奈
良

静
岡

量
が
九
州
地
方
に
比
し
て
か
な
り
低
し
こ
と
は
、
未
開
発
林
の
春
在
を
窺
わ
せ

レ
カ
も
生
産

和
歌
山
、
三
重
、
徳
島
は
平
均
蓄
積
が
高
く

る
と
共
に
、
私
有
林
野
集
中
率
の
大
き
い

と
と
か
ら
し
て
u
、
大
規
模
所
有
者

に
よ
る
高
伐
期
林
業
が
お
と
な
わ
れ
て
い
る
事
情
ぞ
一
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
一
方
、
九
州
、
殊
に
北
九
州
地
方
に
お
い
て
、
大
所
有
の
比
重
が
低
く
、
し

か
も
用
材
生
産
が
高
位
化
あ
り
、
蓄
積
が
は
な
は
だ
低
L
の
は
、
小
規
模
の
低

- 20ー
- 21ー



生
産
の
存
在
が
蓄
積
の
高
ぎ
に
影
響
す
る

一
因
で
あ
る
と
も
み
ら
れ
る
3

伐
期
林
業
が
一

般
で
あ
る
ζ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
s

ま
た
、
宮
崎
に

は
、
飲
肥
林
業
地
が
あ
り
そ
ζ

で
の
用
材
生
産
に
お
け
る
高
伐
期
育
林

V 

中
園
地
区
(
ア
カ
マ
ツ
天
然
更
新
地
帯
)
レ
か
も
花
両
山
有
地
帯
で
ア
力
マ
ツ

の
天
然
更
新
民
適
レ
、
人
工
林
率
は
低
い
が
概
し
て
高
位
の

と
の
地
区
は
雨
量
必
ず
し
も
多
く
な
く、

生
産
量
令
示
し
て
い
る
。

る。
ζ

の
地
域
は
概
し
て
薪
の
生
産
量
は
多
い
。
ま
た
、
木
炭
生
産
に
っ
し
で
は
岩
手
県
と
共
に
我
が
国
の
主
生
産
県
で
み
る
島
根
県
が
あ

注
(1) 

例
え
ば
、
昭
和
二
三
年
波
埜
未
統
計
要
覧
昭
和
一
二
年
五
月
現
在
の
県
別
私
有
林
野
状
況
に
つ
い
て
の
表
参
照
a

回

林
業
生
産
の
推
移

を
加
え
て
み
よ
う
。

一
九
一
四
l
一
七
年
の
時
期
氏
用
材
生
産
が
高
位
令
示
す
県
は、

秋
周
、

埼
玉
、
静
岡
、
愛
知

ζ

乙
で
、
以
上
み
ら
れ
る
よ
う
な
林
業
生
産
の
地
域
別
現
状
に
対
し
て
、
過
去
の
生
産
の
推
移
を
示
す
第
一
ー

一
六
表
か
ら
広
省

さ
て
、

車
、
大
眠
、

奈
良

和
歌
山
、
広
島
、
山
口
、

徳
島
、
高
知
、
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
で
あ
り
、

ζ

れ
ら
の
諸
県
は
林
業
の
先
進
地
域
と

目
さ
れ
る
。
ζ

の
時
期
の
林
業
生
産
の
地
域
差
は
、
隣
接
す
る
県
の
聞
で
も
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
未
だ
全
国
的
犯
林
業
生
産
の
低
位
の
段

階
で
あ
り
、

市
場
と
原
生
林
・
天
然
生
林
の
接
触
す
る
と
乙
ろ
か
ら
林
業
生
産
が
拡
大
さ
れ
て
ゆ
く
、
全
国
的
に
は
林
業
生
産
の
初
期
的
な

段
階
を
示
し
て
い
る
時
期
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
ζ

の
時
期
に
素
材
生
産
が
高
位
を
一
示
す
県
の
中
広
l
、
吉
野
、
天
竜
、
木
頭
、
飲
肥
は
ど
有

名
先
進
林
業
地
を
含
む
も
の
が
表
わ
れ
て
い
る
。
五
年
閣
の
町
当
り
全
国
平
均
用
材
伐
採
量
が
一
一
石
程
度
の
低
位
の
段
階
で
は
、
局
地
的

3
4
8
5
4
4
5
3
0
6
1
2
引
6
5
9
7
5
6
3
3
1
3
9
8
5
0
6
1
9
4
1
5
3
5
3
5
4
2
0
9
8
8
7
7
9
6

H
錦
町
刀
匁
汚
臼
兜
出
何
回

η
日

m
m
m
但

m
U
9
4
特
別
阿
付
制
∞
ゆ
日
目
N
W
U
何

mJ
列
%
担
%
目
白

m

m
幻
抑
%
花

u

m
兜
幻

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

用材生産及び人工造林の府県別推移

、、J
一

町

一
刀

一

り

一
一M

一

当

一
ω
一

町
下
1

一

千
一
泊

一

容
一
川

一

司
寸
一

6

-

q
一
辺
一

積
一
日

一

面

オ

寸
刻
4

4

7
6

0
1
9
8
3
9
2
8
3
5
2

3
6
7
9
6
1割
d
4引いけ
・気
割
引
e

d
q
4
9
6
4
G
引
q
d
EG
計

4
刻
刻
刻
4

t

J

 

融

一
川

一
2

2

泊
五
五
苅
芝
山
引
判
長
一
的
均
一
2
1
ω
胡
山
内
山
%
引
相
誌
の
の
栃

2
10げ
犯

げ
包

mNHHUA
H
却
男
知
町
内
{均

三
ω
初
出
円
切

工

一
中

一

人

一
日

一

Z
一
6

一
4

3
5
5
8
1
2
2
7
8
1
2
7
1
3
4
1
6
5
3
1
5
6
7
3
2
7
3
2
3
4
0
5
6
8
6
7
9
3
8
5
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一
F

一
3

2
2
2
1
3
1
2
3
2
2
3
3
3
2
1
1
2
2
2
3
2
3
3
4
3
ラ
4
3
6
5
5
4
3
4
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3
1
6
4
6
ラ
3
8
7
4
6

り
-

b
e

一

当
一
一
見

一

町
一
十

一

4
-4
U
11
1
?
d
A司
3
1
2
2引
1
1
11
4
U
司
一引

1
1
4
U

l
-

-

一
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J
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1
4
a
3
6
0
8
5
8
8
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a
3
6
2
9
6
5
2
6
6
4
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5
7
0
0
6
1
3
6
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7
1
7
う

4
7
9
0
7
7

地

一
川

一
日
I
ト

1

1

1

1

1

1

2

2

1

2

1

1

1

2

2

1

2

1

1

1

3

3

1

1

司

一
6

-

樹

一
四
一

r
t

、
-

一

量

オ
!
寸
引
ー
ォ

4
刻
汁
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け
オ
司
ヨ』」判
η
4剖
引
引
引
到
到
引
計
q
H
η
4，同
3
2
|剖
到
州
司
到
到
到
hq
円笥
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到
d
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到
H
刻
刻
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m
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0
8
6
6
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0
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7
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9
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1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

2

1

1

2

1

2

1

梓

一
村

一

用

一
日
一

F
E
J
N
U
Z
割
引
NEU訓
州
出

2
2
N
m
引
わ
8

Z
引
，db
到
引
引
，
m
d
q
d
つq
d
‘
6
創
刊什
引川対司
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d
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3

6

2
う

5
5
5
7
6
1
7
4
7
3
9
3
4
F
7
3
3
8
0
1
ラ
戸
う

1
2
4
6

3
1
6
7
8
5
0
3
0
9
6
4
1
1
5
6
0

2
2
1
3
2
7
A
1
4
2
2
2
4
3
3
1
1
3
2
2
3
1
5
4
4
2
2
6
2
3
3
4
2
1
1
2
2
2
民
ノ

2
6
6
7
5
6
4
4

1-16 

，8IJ 

数

道
森
手
城
田
形
島
域
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
具
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
阿
賀
崎
本
分
崎
島

奈

歌

児

拍
車
問
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
宮
右
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿

島

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

t

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
 

思府-

「農林省統計表」 各年度より。
保 1952"，56年の場合素材生産量。
1. 

2. 
備考

- ::;2 -- 23ー



- 24-

な
伐
採
が
、
県
平
均
の
伐
採
量
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
の
よ
う
伝
用
地
的
な
地
域
差
は
戦
後
に
至
っ
て
、
先
に
み
た
地
域
の
中
に
解
消
し
て
き
で
い
る
。

秋
田
な
ど
は
先
進
的
な
地
域
で
は
あ

つ
-
』
a
J
B

、

，
一

宇

'
A
M

人
工
造
林
も
す
す
ま
ず

現
在

全
国
的
医
は
水
準
以
下
の
焦
げ
い
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ζ

の
乙
と
は
局
地
的
な
伐
揮
は
、
既

に
県
平
均
値
広
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
な
く
、
広
い
地
域
の
生
産
が
金
体
と
し
て
問
題
忙
な
る
、

よ
り
広
範
は
、
進
展
し
た
段
階
に
歪

っ
て
い
る
乙
と
を
示
す
色
の
と
い
え
よ
う
。

五

す

'v' 

む

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
事
柄
は
、
ま
ず
、
所
有
形
態
と
と

K

ゐ
る
い
は
私
有
林
だ
け
を
区
別
し
て
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
ゐ
ろ

ぅ
。
し
か
し

林
地
所
有
者
に
よ
る
立
木
販
売
は
所
有
形
態
を
問
わ
ず
お
と
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
2

明
か

に
経
営
的
な
性
格
の
異
る
形
態
を
一

括
す
る
危
険
は
冒
し
て
い
る
が
、
と
り
ゐ
え
ず
国

・
公

・
私
有
会
包
括
す
る
府
県
全
体
の
林
地
の
生
産

一つ

K
は
、
既
に
所
有
形
態
を
越
え
た

林
業
生
産
の
推
移
の
中
に
一不
さ
れ
る
固
有
の

且
問
中
に
よ
っ
て

考
察
レ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

論
理
を
検
出
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上

κ指
摘
し
て
き
た
よ
う
な
こ
と
は
、

結
局
、
地
域
の
自
然
的
条
件
に
林
業
生
産
が
大
き
く
規
定
さ
れ
る
と
い
う
ζ

と
告
示
す

乙
れ
は
現
段
階
で
の
一
つ
の
結
論
で
み
る
と
も
い
え
る
。
古
く
は

に
留
っ
た
・
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
α

だ
が
、

東
京

大
眠
、
名
古
屋

た
ど
と
い
う
市
場
と
の
接
触
に
よ
っ
て
局
地
的
に
林
業
生
産
と
い
う
志
の
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
と
も
か
く
も
、

全
国
的

に
み
て
自
然
的
条
件
が
そ
の
ま
ま
林
業
生
産
の
重
要
な
要
素
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
広
汎
な
様
相
が
一京
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
乙
れ
は

全
国
的
K
は
林
業
生
産
の
段
階
が
進
ん
で
き
た
ζ

と
告
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
e

そ
の
段
階
の
地
域
差
を
み
る
の
が
、

と
の
章
の
課
題
で
あ
っ

た。
林
業
生
産
の
地
域
分
析
と
い
う
場
合
、
と
れ
ま
で
の
林
業
の
大
観
的
な
研
究
か
ら
進
ん
で
、
地
域
の
自
然
的

・
社
会
的
条
件
と
既
に
山
村

の
主
産
業
と
な
っ
て
い
る
林
業
生
産
の
推
移
と
の
関
連
か
ら
、

山
村
の
経
済
構
造
の
変
質
の
方
向
を
検
出
す
る
と
い
う
目
的
を
持
つ
。
そ
こ

で
は
、
当
然
所
有
そ
の
他
山
村
の
生
産
関
係
を
一万
す
諸
統
計
が
用
い
ら
れ
ね
ば
意
味
が
薄
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
林
業
統
計
と
し
て
は

ζ

れ
ま
で
生
産
量
統
計
に
重
点
を
お
い
て
整
備
会
れ
て
き
た
た
め

わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
る
資
料
は
は
な
は
だ
少
い
。
今
後
の
例
え
ば

「
林
業
セ
ン
サ
ス
」
な
ど
の
結
果
発
表
を
侯
つ
次
第
で
あ
る
。
と
の
章
で
は
、
と
も
か
く
、
林
業
の
地
域
区
分
の
「

一
つ
の
」
指
標
に
頼
つ

て
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
だ
が
、

既
に
笠
井
恭
悦
氏
に
よ
っ
て
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
た
林
野
の
所
有
構
造
花
つ
い
て
の
地
域
差
口
と
の
関

速
を
ど
う
つ
け
る
か
、
と
い
う
ζ

と
な
ど
は
差
し
当
り
の
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
ζ

れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
各
地
の
実

態
調
査
、

「
私
有
林
調
査
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
ζ

の
章
で
み
て
き
た
林
業
の
段
階
推
移
が
ど
の
よ
う
に
林
業
の
生
産
構
造
に
反
映
し
て
い
る

が
か
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
や
工
業
と
の
関
連
、
つ
ま
り
、
地
域
の
産
業
構
造
の
中
に
占
め
る
林
業
生
産

の
位
置
、
地
域
の
他
産
業
の
推
穆
と
林
業
生
産
の
推
移
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
、
と
ん
ご
検
討
が
掛
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

注
(1) 

笠
井
恭
悦
「
林
野
所
有
の
形
成
と
そ
の
地
域
性
」
宇
都
宮
大
学
農
学
部
「
学
術
報
告
」
第
四
巻
第
一
号
一
九
五
八
年
所
載。
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